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２５２５年度は賃上げ・年度は賃上げ・
労働条件の改善に全力で労働条件の改善に全力で

〈第３６回
福岡地区労連定期大会〉

福
岡
地
区
労
連
第
３６
回

定
期
大
会
は
戦
後
８０
年
の

節
目
に
開
催
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
戦
後
の

日
本
の
決
意
は
「
国
民
主

権
、基
本
的
人
権
の
尊
重
、

戦
争
放
棄
」
を
日
本
国
憲

法
に
記
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
長
年
に
わ
た
る
自
民

党
政
治
の
も
と
で
国
民
主

権
と
基
本
的
人
権
の
尊
重

は
軽
視
さ
れ
、
戦
争
放
棄

か
ら
戦
争
す
る
国
づ
く
り

へ
と
変
質
す
る
動
き
が
進

ん
で
い
る
状
況
で
す
。

ま
た
政
治
に
お
い
て

は
、
国
民
よ
り
も
財
界
・

ア
メ
リ
カ
優
先
の
政
治
が

進
め
ら
れ
自
民
党
に
対
す

る
不
満
が
積
み
重
な
っ
た

結
果
、
７
月
２０
日
の
参
議

院
選
挙
で
自
公
は
大
幅
に

議
席
を
減
ら
し
、
衆
参
と

も
に
過
半
数
割
れ
の
少
数

与
党
と
な
り
ま
し
た
。

異
常
な
物
価
高
騰
の

中
、
地
区
労
連
は
大
幅
な

賃
上
げ
を
第
一
義
的
に
据

え
て
闘
い
ま
す
。
各
加
盟

組
合
は
産
別
の
要
求
ア
ン

ケ
ー
ト
又
は
全
労
連
ア
ン

ケ
ー
ト
を
活
用
し
て
賃
金

を
引
上
げ
る
闘
い
を
推
進

し
ま
す
。
生
計
費
原
則
に

も
と
づ
く
要
求
の
実
現

で
、
物
価
高
騰
を
上
回
り

福
岡
市
の
情
勢
は
、
能

登
半
島
大
地
震
後
、
防
災

を
見
直
す
機
運
が
高
ま
り

ま
し
た
。
市
議
会
で
の
論

戦
を
通
じ
、
髙
島
市
政
の

公
助
と
し
て
の
防
災
の
貧

弱
さ
が
浮
き
彫
り
に
な

り
、
市
の
防
災
対
策
拡
充

の
運
動
が
強
く
な
っ
て
い

ま
す
。

高
市
政
権
は
「
安
保
３

文
書
」
の
軍
事
費
拡
大
を

前
倒
し
に
し
て
進
め
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保

有
、
殺
傷
兵
器
の
輸
出
解

禁
な
ど
「
平
和
国
家
の
理

念
」
を
投
げ
捨
て
る
大
軍

拡
を
進
め
る
う
え
、
国
内

に
お
い
て
は
「
ス
パ
イ
防

止
法
」
の
制
定
を
目
論
ん

で
い
ま
す
。
中
曽
根
政
権

時
代
に
も
こ
の
法
案
は
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
国

家
秘
密
」
を
外
国
に
漏
ら

し
た
者
に
死
刑
な
ど
厳
罰

を
科
す
内
容
で
し
た
。
何

が
「
国
家
秘
密
」
に
あ
た

流
通
、エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
社
会
生

活
に
欠
か
せ
な
い
公
共
財

の
多
く
が
市
場
原
理
で
効

率
化
が
優
先
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
災
害
時

な
ど
必
要
な
と
き
に
ま
と

も
に
機
能
し
な
い
事
態
を

招
い
て
い
ま
す
。

２５
年
度
は
、
公
共
の
場

で
働
く
労
働
者
の
抜
本
的

な
労
働
条
件
の
改
善
に
力

点
を
置
き
取
り
組
ま
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

福
岡
地
区
労
連
は
、
社

会
維
持
に
欠
か
せ
な
い

「
公
共
の
再
生
」を
掲
げ
、

全
国
各
地
で
た
た
か
い
を

広
げ
ま
す
。
多
く
の
地
域

で
「
公
共
」
が
脆
弱
な
状

況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
災
害
や
能
登
半
島

地
震
の
復
旧
・
復
興
状
況

を
見
て
も
「
公
共
の
脆
弱

性
」
は
明
ら
か
で
す
。
医

療
、
公
衆
衛
生
、
介
護
、

福
祉
、
保
育
、
学
校
、
郵

便
局
、公
共
交
通
、通
信
、

生
活
改
善
が
実
感
で
き
る

持
続
的
な
賃
上
げ
を
実
現

し
、「
賃
金
が
下
が
り
続

け
る
国
か
ら
、
賃
金
が
上

が
る
国
へ
の
転
換
」
を
め

ざ
し
ま
す
。「
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
」
実
現
に
向
け
、

職
場
か
ら
、
男
女
の
賃
金

格
差
の
可
視
化
・
是
正
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

る
の
か
、何
を
も
っ
て「
情

報
を
漏
ら
し
た
」
と
み
な

す
の
か
、政
府
が
恣
意（
し

い
）
的
に
判
断
す
る
こ
と

が
可
能
で
、
報
道
・
調
査

や
日
常
会
話
に
至
る
ま
で

監
視
対
象
と
な
り
え
る

「
現
代
の
治
安
維
持
法
」

と
も
言
え
る
も
の
で
し

た
。
同
法
は
国
民
的
な
反

対
世
論
の
高
ま
り
の
な
か

で
廃
案
に
な
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
を
す
る
国
づ
く
り

を
阻
止
す
る
た
め
に
も
、

憲
法
守
り
、
く
ら
し
に
活

か
す
た
た
か
い
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

�

（
編
集
委
員　

米
地
）

福
岡
地
区
労
連
は
、
第
３６
回
定
期
大
会
を
１０
月
２０
日
、
リ
フ
ァ
レ

ン
ス
大
博
多
ビ
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
大
会
は
、
自
公
政

権
か
ら
公
明
党
が
連
立
離
脱
、
維
新
の
会
が
新
た
に
自
民
党
と
連
立

し
、
大
会
翌
日
に
は
石
破
政
権
が
発
足
１
年
で
総
辞
職
、
高
市
政
権

が
発
足
す
る
と
い
う
激
動
の
情
勢
の
な
か
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

戦
後
８０
年
の
節
目
・
激
動
の
情
勢

大
幅
賃
上
げ
・
労
基
法
の
骨
抜
き
阻
止

「
公
共
の
再
生
」で
持
続
可
能
な
地
域
循
環
型
の
経
済
・
社
会
の
確
立

〈
平
和
と
憲
法
を
守
り
、憲
法
を
い
か
す
政
治
へ
〉
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２
０
２
５
年
１０
月
１９

日
、
天
神
ツ
イ
ン
ビ
ル
に

て
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 
＆ 
Ｐ
Ｅ

Ａ
Ｃ
Ｅ
支
え
あ
い
共
に
生

き
る
社
会
を
つ
く
ろ
う
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
現
地
参
加
が
約
１

５
０
名
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
が

約
５０
名
の
合
計
２
０
０
名

で
し
た
。

集
会
に
は
福
岡
県
総
が

か
り
事
務
局
、
核
兵
器
も

原
発
も
い
ら
な
い
会
、
福

岡
女
性
団
体
交
流
会
、
福

岡
県
民
主
医
療
機
関
連
合

会
な
ど
多
様
な
団
体
が
参

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
現
代
社
会
の
課
題
に

つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。

福
岡
県
総
が
か
り
事
務

局
の
前
海
三
広
氏
は
、
日

本
の
防
衛
費
が
３
年
前
の

５
兆
円
か
ら
現
在
の
８
兆

５
０
０
０
億
円
に
増
加
し

た
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の

資
金
を
福
祉
や
教
育
に
回

す
べ
き
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

福
岡
民
主
医

療
機
関
連
合
会

の
西
山
牧
子
氏

は
、
日
本
の
医

療
機
関
が
直
面

し
て
い
る
深
刻

な
経
営
危
機
に

つ
い
て
報
告

し
、
全
国
で
医

療
機
関
の
倒
産

や
廃
業
が
相
次

い
で
い
る
現
状

を
訴
え
ま
し

た
。
現
在
行
っ

て
い
る
地
域
医

療
を
守
る
た
め
の
緊
急
財

政
支
援
を
求
め
る
署
名
活

動
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

福
岡
県
労
連
の
渡
邉
宏

事
務
局
長
は
、「
支
え
合

い
共
に
生
き
る
社
会
」
の

実
現
の
難
し
さ
と
重
要
性

に
つ
い
て
語
り
、
職
場
で

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
外
国

人
労
働
者
の
問
題
、
不
平

等
や
差
別
に
対
し
て
声
を

上
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を

訴
え
ま
し
た
。

集
会
後
に
は
、
参
加
者

約
１
５
０
名
が
天
神
一
周

の
デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し

た
。
デ
モ
で
は
「
戦
争
反

対
」「
平
和
を
作
ろ
う
」「
原

発
い
ら
な
い
」「
核
兵
器

い
ら
な
い
」「
基
地
は
い

ら
な
い
」「
差
別
は
い
ら

な
い
」
な
ど
の
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し

た
。（

編
集
委
員　

松
尾
）

を
高
め
る
こ
と
の
重
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。

後
半
は
、
神
奈
川
過
労

死
を
考
え
る
家
族
の
会
の

阿
部
邦
洋
氏
と
宏
美
氏

が
、
３０
歳
で
過
労
自
死
し

た
長
男
・
新
生
さ
ん
に
つ

い
て
の
体
験
を
語
り
ま
し

た
。
新
生
さ
ん
は
大
手
電

機
メ
ー
カ
ー
の
グ
ル
ー
プ

企
業
で
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ

ニ
ア
と
し
て
働
い
て
い
ま

し
た
が
、
過
重
労
働
に
よ

り
精
神
障
害
を
発
症
し
、

わ
ず
か
６
日
後
に
自
ら
命

を
絶
ち
ま
し
た
。
阿
部
夫

妻
は
、
会
社
と
の
和
解
プ

ロ
セ
ス
や
再
発
防
止
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
話
さ

れ
、
個
人
の
問
題
で
は
な

く
社
会
全
体
の
問
題
と
し

て
過
労
死
を
捉
え
る
べ
き

だ
と
訴
え
ま
し
た
。

�

（
編
集
委
員
　
松
尾
）

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

〇
ナ
ー
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン

福
岡　

秋
の
宣
伝
行
動

１１
月
２９
日
（
土
）
１５
：

００
～
１５
：
４０

博
多
駅
前
（
博
多
口
）

交
差
点
付
近

〇
福
岡
県
春
闘
共
闘

討
論
集
会

１２
月
７
日
（
日
）

１３
：
００
～

〇
福
岡
県
労
連
旗
開
き

１
月
９
日
（
金
）

〈
過
労
死
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
〉

〈
過
労
死
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
〉

過
労
死
は
社
会
全
体
の
問
題

過
労
死
は
社
会
全
体
の
問
題

〈
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
＆
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
支
え
あ
い
共
に
生
き
る
社
会
を
つ
く
ろ
う
～
天
神
デ
モ
行
進
﹀

〈
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
＆
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
支
え
あ
い
共
に
生
き
る
社
会
を
つ
く
ろ
う
～
天
神
デ
モ
行
進
﹀

く
ら
し
・
平
和
・
人
権
を
守
り
、支
え
あ
い
共
に
生
き
る
社
会
へ

く
ら
し
・
平
和
・
人
権
を
守
り
、支
え
あ
い
共
に
生
き
る
社
会
へ

１０
月
３１
日
に
、
オ
リ
エ

ン
タ
ル
ホ
テ
ル
福
岡
Ｙ
Ａ

Ｍ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ
に
て
過
労

死
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

前
半
は
、
北
海
学
園
大

学
経
済
学
部
教
授
の
川
村

雅
則
氏
に
よ
る
講
義
で
、

日
本
の
労
働
問
題
、
特
に

長
時
間
労
働
と
非
正
規
雇

用
の
関
係
性
が
話
さ
れ
ま

し
た
。
教
授
は
、
日
本
社

会
に
お
け
る
労
働
組
合
の

組
織
率
の
低
下
と
労
働
者

の
抵
抗
力
の
弱
さ
が
、
長

時
間
労
働
や
過
労
死
な
ど

の
問
題
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
日
本
特
有
の

「
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
雇

用
」
が
無
限
定
な
働
き
方

た
歴
史
的
背
景
も
話
さ

れ
、
労
働
時
間
規
制
の
強

化
、
過
半
数
代
表
制
度
の

改
善
、
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
教

育
の
推
進
と
若
者
の
「
自

己
効
力
感
」（
社
会
を
変

え
ら
れ
る
と
い
う
感
覚
）

を
促
し
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
欠
如
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
説
明
し
ま

し
た
。
最
後
に
、
能
力
主

義
管
理
の
拡
大
が
労
働
者

の
評
価
範
囲
を
広
げ
、
長

時
間
労
働
を
促
進
し
て
き

北海学園大学経済学部の川村雅則教授の講演

会
に
結
集
し
、
市
民
要
求

実
現
の
た
た
か
い
と
し
て

福
岡
市
長
選
挙
に
取
り
組

み
ま
す
。
大
き
な
争
点
の

柱
と
し
て
、
能
登
半
島
の

大
震
災
を
契
機
に
災
害
避

難
所
の
充
実
が
争
点
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

福
岡
市
の
不
十
分
な
災

害
避
難
所
環
境
に
つ
い
て

憂
慮
す
る
１０
人
の
「
呼
び

か
け
人
」
が
集
ま
り
、「
福

岡
市
の
災
害
避
難
所
の
充

実
を
求
め
る
会
」
を
結
成

福
岡
地
区
労
連
は
、
２５

年
度
運
動
方
針
で
市
民
の

し
、
市
民
の
会
も
支
援
し

て
い
ま
す
。

福
岡
市
で
は
、
福
岡
西

方
沖
地
震
か
ら
２０
年
と
な

り
ま
す
。
昨
年
の
能
登
半

島
地
震
で
は
、
イ
ン
フ
ラ

の
脆
弱
性
な
ど
の
問
題
と

あ
わ
せ
て
、
備
蓄
食
料
や

災
害
用
ト
イ
レ
の
不
足
と

い
っ
た
発
災
時
に
お
け
る

災
害
避
難
所
の
不
備
が
問

題
と
な
り
ま
し
た
。
私
た

ち
は
、
同
様
の
問
題
が
福

岡
市
に
も
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
特
に
「
日
本
一

危
険
」
と
言
わ
れ
る
警
固

断
層
で
大
規
模
な
地
震
が

起
こ
っ
た
際
の
避
難
者
想

定
数
に
つ
い
て
、
福
岡
市

は
人
口
の
わ
ず
か
１
・
６

％
で
あ
る
２
万
５
千
人
し

か
想
定
し
て
お
ら
ず
、
そ

の
想
定
数
に
も
と
づ
い
て

水
や
食
料
、
災
害
用
ト
イ

レ
な
ど
の
備
蓄
数
が
計
画

さ
れ
て
い
る
た
め
全
く
足

り
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

備
蓄
品
の
約
８
割
が
博
多

区
月
隈
の
倉
庫
に
保
管
さ

れ
て
い
る
た
め
に
、
地
震

で
道
路
が
寸
断
さ
れ
て
し

ま
え
ば
、
各
避
難
所
ま
で

食
料
な
ど
が
届
か
な
い
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

福
岡
地
区
労
連
は
、
福

岡
市
政
に
提
起
す
る
た
め

に
「
災
害
避
難
所
の
充
実

を
求
め
る
」
請
願
署
名
を

集
め
、
福
岡
市
議
会
に
提

出
す
る
た
め
取
り
組
み
を

強
化
し
ま
す
。

�

（
編
集
委
員　

米
地
）

参加者による天神一周のデモ行進

災害避難所の充実が災害避難所の充実が
争点に争点に

福岡市長選に向けて

《新役員一覧》

議　　長　米地　輝高　　郵政ユニオン中郵支部

副 議 長　仙道　久嗣　　福岡地区国公

幹　　事　伊藤　絹江　　県連福医恊労組

幹　　事　河谷　　靖　　福岡医療団労組

幹　　事　中村　　朗　　自交総連太宰府タクシー労組

幹　　事　牧山　利行　　福祉保育労福岡支部

幹　　事　松尾　真太　　あかつき印刷労組九州分会

会計監査　鈴木　恵美　　劇団風の子九州労組

会計監査　山崎　由紀　　福法労福岡第一法律事務所分会

（あいうえお順にて）


